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V305a X 線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の開発の現状 (9)
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2023年度打ち上げ予定の X線分光撮像衛星 XRISMには、X線望遠鏡 (XMA) と X線 CCD 検出器 (SXI) か
らなる軟 X線撮像装置 Xtendが搭載される。Xtendは、XMAの焦点面に 4枚の CCDを 2× 2で配置すること
で、0.4–13 keVで 38分角四方の広視野分光撮像を実現する。SXIは 2022年 4月に衛星構体に搭載されたのち、
衛星総合試験を開始し、8月には衛星熱真空試験を終えた。前回報告に引き続き、フライト品と同等の構造を持
つ非フライト品のCCD素子や検出器構体を用いて、CCD 画像異常の原因調査も行なっている。本講演では、衛
星試験のデータを用いた SXIの性能評価やキャリブレーション、軌道上での定常運用や異常発生時の対策の検証
状況を中心に報告する。


